
所管課名 : 下水道部　下水浄化センター 開札日

工事名 : 甲子園浜浄化センターNo．４，５汚水ポンプ設備改築工事 落札者決定日

施工場所 : 西宮市　甲子園浜１丁目 契約日

予定価格（税抜） : 執行者

調査基準価格（税抜）

失格基準価格（税抜） :

基準評価値 :

落札者 : 株式会社　電業社機械製作所　大阪支店

落札金額（税抜） :

評価値 :

同種工事の施工実
績

類似工事の施工回
数

市・局発
注工事の
平均点

市・局発
注工事の
受注件数

地域精通度
社会・地域
貢献活動

同種工事の従
事割合

市・局発注
工事の最高

点

資格の保有
状況

平成17年度以降の
同種工事

満点0.3点

平成17年度以降の
類似工事（2～4回
以上・5回以上）

満点0.2点

2件以上の平
均点

満点1.0点

工事成績75
点以上の受
注回数

満点0.5点

主たる営業
所の所在地

　満点0.5点

主観数値

　満点1.0点

平成17年度以降
の同種工事によ
る従事期間
　満点0.5点

最高点

満点1.0点
指定工種

1 0.500 0.300 0.200 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.500 0.000 ― 1.500 1.500 101.500 1.66000 － －

2 0.500 0.300 0.200 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 1.000 1.000 101.000 2.13000 × 4

3 0.500 0.300 0.200 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.500 0.000 ― 1.500 1.500 101.500 1.68900 〇 2

4 0.500 0.000 0.100 1.000 0.200 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 1.800 1.800 101.800 2.10500 × 3

5 0.500 0.300 0.200 1.000 0.200 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 2.200 2.200 102.200 1.68000 〇 1 〇

（注）加算点、評価値は小数第３位まで表示（４位以降は非表示）【金額を除く】

60.833（102.2/1.68）

№

評価項目

施工能力評価型総合評価落札方式「甲子園浜浄化センターNo．４，５汚水ポンプ設備改築工事」の入札結果

：令和２年８月28日

：令和２年９月15日

：令和２年９月16日

¥201,499,000 ：西宮市上下水道局　契約担当課

評価値≧
基準評価値

順位

¥177,879,300
¥166,572,200
49.628（100/2.01499）

¥168,000,000

業者名

株式会社　電業社機械製作
所　大阪支店

60.833 低入札価格調査実施

落札 備　考

企業の能力等 技術者の能力

配点得点

(左の評価項目
の配点合計、
満点5.5点)

ISO9000ｼﾘｰ
ｽﾞの認証取

得状況

満点0.5点

総合評価落札
方式の履行義
務違反の履歴
（過去2年

間）
　減点

　最大-1.0点

指名停止措置
の履歴

(過去2年間)

　減点
　最大-2.0点

加算点
(ア)

=配点合計

技術評価点
=(ア)+100
（標準点）

=(A)

入札価格
（単位:億円）

(B)

評価値
(A)/(B)

株式会社　鶴見製作所
失格基準価格未満のた
め失格

予定価格超過

予定価格超過

株式会社　日立インダスト
リアルプロダクツ　関西支
店

クボタ機工　株式会社　大
阪支店

荏原商事　株式会社　大阪
支店

ー

47.417

60.094

48.361



低入札価格調査の実施概要 
 

工 事 名 甲子園浜浄化センターNo.4,5汚水ポンプ設備改築工事 

調査対象者 株式会社 電業社機械製作所 大阪支店 

企業所在地 大阪市中央区南本町2丁目6番12号 
 

項 目 内 容 
１．その価格により入札した理由 
 
 
 
 
 
 
 

（理由書の概要） 
 ・主要機器の立軸渦巻斜流ポンプは自社製品であり、全国に多くの納入実績

がある。甲子園浜浄化センターの汚水ポンプ設備も納入しており、会社運

営の基盤として受注するため、社内コストの低減を実行し、かつ資材購入

先や下請業者の利益を確保したうえで原価検討を実施した。  

・上記の納入実績を活かすことで設計・製作工数・間接費を大幅に低減でき

るほか、2 台一括製作によって加工準備等の工数が削減できるため製作費

や木型費とそれに伴う間接費が低減できる。また、同浄化センターでの施

工実績を活かすことで、システム設計の効率化が図れ、コスト縮減が可能

となった。資材購入先とは永年にわたる購入実績があり、価格面での協力

を頂くことでコスト縮減が見込まれる。  

２．積算内訳書及び積算内訳に対す

る明細書 
・金抜き設計書に対応した積算内訳書及び明細書等の提出が有り、入札価格

（工事費内訳書）と相応する金額で、契約対象工事の施工にあたって必要

となる全ての費用が計上されていた。また、下請予定業者、資材購入先等

の見積書が添付され、計数的にもその内容が積算内訳書及び明細書等に反

映されていた。 
３．配置予定技術者名簿 ・入札公告で定めた条件（資格・雇用関係）を満たす事が確認出来た。 
４．建設副産物の搬出先 ・発生する全ての建設副産物（コンクリートガラ等）について、搬出予定先

の見積書等が添付され、処理費用が計上されていた。 
５．上記１から４までの内容につい

ての調査検討 
・積算内訳書及び明細書等に違算、遺漏は認められず、適切に工事内容の把

握が行われていると判断出来た。 
・下請予定業者とは、長年の取引実績が有り、下請予定額についても打合せ

済みであり、工事の施工に支障がないと判断出来た。 
・工事価格は､発注者積算額と比べ低く見積られているが、企業努力によるコ

ストダウンの範囲内であると判断出来る。 
・建設副産物の処理費用は適正に計上されており、搬出先や処理体制につい

ても支障ないと判断出来た。 
６．契約の適否に関する判定結果 ・調査対象者の応札額、提出された資料等の内容を調査検討した結果、西宮

市上下水道局建設工事請負契約に係る低入札価格調査取扱要領第１１条第

２項各号に掲げる失格又は履行不可能のおそれがあるとする判断基準のい

ずれにも該当せず、調査対象者の価格によっても当該契約の内容に適合し

た履行が可能であると認める。 
 


